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第
八
十
六
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終戦７１年 愛知縣護國神社に集う 

 
 
 
❏中日新聞は８月３０日朝刊で、「国有地
の名城住宅跡地の残りの敷地８０００㎡も
愛知学院大学が取得申請に動く」と一面に
掲載した。この土地は、中国領事館が取得
申請をしていたが、地域住民や保守団体
の根強い反対運動があった。そして、本年
６月に財務省は中国に対して売却拒否を
通告。残る敷地も愛知学院大学が取得と
なれば、６年越しを経て一応の決着を見る
こととなる。 

❏去る８月２１日、日本会議名古屋東部
支部主催による「日本の誇りセミナー」が
開催された。講師は多久善郎氏（日本会
議熊本理事長）。多久氏は本年５月に
「永遠の武士道」（明成社）と題する著書
を出版されたが、学生時代より学び続け
た“武士道”に生きた偉人の言葉を取り
上げて、独自の観点で解説された名著で
ある。今回はその中の人物を紹介しなが
ら、更に詳しく、ご自身の体験も織り交ぜ
ながらの講演会であった。 

「日本の誇りセミナー」－永遠の武士道－開催さる 

❏去る8月15日の終戦の日、毎年恒例となった 
参拝者への冷茶サービスと憲法改正署名活動を
奉仕した。境内では、マリアナ方面にて渇きに苦し
み、戦死された方々の御霊鎮めの献水祭や、正
午の黙祷式が執り行われた。 

続く１６日は、夜の帳がおりる夕刻より、献灯祭があった。境内には県内
各地より奉納された雪洞が一面に並べられ、幻想的な空間が広がる。
前日に続き、多くの参拝者があったが、特に若い男女の姿が目立ってい
た。拝殿前の舞台では、青年僧侶グループによる読経や、青年神職の
御神楽や芸能奉納が続いた。日本会議愛知県本部からも、元陸上自
衛隊第１０音楽隊の方による軍隊ラッパを奉納させていただいた。 

名城住宅跡地の残りも、 
愛知学院大学が取得へ 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１０月２日（日）午前８時開始。 
■引き続き１１月６日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★９月４日は、１７名の方が参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （９月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十八年十月  
 

事
務
局
日
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（八
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二
十 

「
消
灯
ラ
ッ
パ
」
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
の
演

奏
が
続
い
た
。 

荘
重
か
つ
哀
愁
の
音
色
が
、
境
内
に
響
き
渡

る
。
さ
ぞ
御
英
霊
も
お
喜
び
で
あ
ろ
う
と
、

拝
察
し
な
が
ら
、
聞
き
入
っ
た
。 

二
十
一
日
（
日
）
名
古
屋
東
部
支
部
主
催
の

「
日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
多
久
善
郎
氏
。
近
著
の
「
永
遠
の

武
士
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
人
が
残
し
た
珠

玉
の
言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
生

き
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。
懇
親
会
を
終

え
て
、
事
務
所
に
戻
る
と
、
「
世
界
の
や
ま

ち
ゃ
ん
」
の
山
本
重
雄
氏
の
訃
報
。
先
ほ
ど

の
懇
親
会
を
「
や
ま
ち
ゃ
ん
」
で
開
い
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
を
奇
遇
と
言
う
の
か
、

そ
れ
と
も
何
か
の
ご
縁
な
の
か
。
氏
は
名
古

屋
飯
の
代
表
「
手
羽
先
」
を
全
国
に
広
め
、

近
年
は
タ
イ
や
台
湾
に
ま
で
出
店
さ
せ
る
勢

い
で
店
舗
展
開
す
る
経
営
者
だ
っ
た
。
私
ど

も
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
で
は
、
平
成
二
十

四
年
四
月
、
当
時
の
民
主
党
政
権
に
よ
る
亡

国
的
惨
状
を
憂
い
「
真
正
保
守
政
権
を
構
想

す
る
」
の
テ
ー
マ
に
、
安
倍
晋
三
氏
と
青
山

繁
晴
氏
の
一
千
名
講
演
会
を
開
催
し
、
安
倍

総
理
待
望
運
動
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
そ
の
折

り
に
、
山
本
氏
は
私
ど
も
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
て
、
全
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
参
加

促
進
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ

る
。
実
に
愛
国
心
あ
る
経
営
者
で
も
あ
ら
れ

た
。
享
年
五
十
九
歳
。
余
り
に
も
早
い
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
三
月
末
、
京
都
に
桜
の
開
花
宣
言
が

な
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
一
週
間
後
、
陵
墓

参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
拝
エ
リ

ア
は
哲
学
の
道
か
ら
黒
谷
の
あ
た
り
で
す
。

最
初
の
目
的
地
は
永
観
堂
の
す
ぐ
西
に
あ

る
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
、
尊
良
親
王
の
お

墓
で
す
。
尊
良
親
王
は
新
田
義
貞
と
と
も

に
越
前
敦
賀
の
金
ヶ
崎
城
に
て
北
朝
軍
と

戦
い
ま
す
が
、
防
戦
む
な
し
く
敗
れ
自
刃

な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
こ
に
埋
葬
さ

れ
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

た
と
こ
ろ
を
南
に
折
れ
て
進
む
と
霊
鑑

寺
宮
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
霊

鑑
寺
の
門
跡
と
な
ら
れ
た
皇
族
方
の
お

墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

ま
た
ま
た
哲
学
の
道
に
戻
り
五
十
メ
ー

ト
ル
北
上
し
西
へ
降
り
最
初
の
辻
を
右

に
折
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
第
六
十
三
代

冷
泉
天
皇
の
火
葬
塚
が
あ
り
ま
す
。
参

道
入
り
口
の
扉
は
締
め
切
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
参
道
右
手
が
丸
々
駐
車
場
な
の

で
駐
車
場
の
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
正
面
近

く
ま
で
行
き
合
掌
。 

午
前
最
後
の
目
的
地
は
冷
泉
天
皇
の
櫻

本
陵
で
す
。
三
度
目
く
ら
い
の
参
拝
で

す
。
哲
学
の
道
に
戻
り
油
取
り
紙
で
有

名
な
「
よ
ー
じ
や
カ
フ
ェ
銀
閣
寺
店
」

を
右
手
に
見
な
が
ら
東
へ
少
し
上
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
後

一
条
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
威
子
皇
后
の

火
葬
塚
も
一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
の
地
点
は
一
キ
ロ
半
ほ
ど
の
哲
学
の

道
全
工
程
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
で
す
。

近
く
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
次
号
に

続
く
。
（
愛
知
県
本
部 

 
 
 
 

 
 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

十
五
日
（
月
）
終
戦
の
日
。
愛
知
県
護

国
神
社
に
て
、
日
本
会
議
愛
知
県
本
部

の
会
員
で
参
拝
者
へ
の
奉
仕
活
動
を
行

う
。 

十
六
日
（
火
）
夕
刻
よ
り
、
愛
知
県
護

国
神
社
献
灯
祭
へ
。
本
年
は
、
南
部
県

議
の
ご
尽
力
と
、
愛
知
県
護
国
神
社
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
軍
隊
ラ
ッ
パ

の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
奏
者

は
元
陸
上
自
衛
隊
第
十
音
楽
隊
の
方
。

拝
殿
に
正
対
し
、
「
海
行
か
ば
」
、
軍

隊
調
「
君
が
代
」
、
「
國
の
鎮
め
」
、 

十
四
日
（
日
）
南
部
県
議
の
指
導
の
下
、

愛
知
県
護
国
神
社
の
境
内
に
六
人
が
か

り
で
テ
ン
ト
二
張
り
を
建
て
た
。
明
日

は
こ
の
テ
ン
ト
内
で
参
拝
者
に
冷
茶
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
憲
法
改
正
署
名
を
実
施

す
る
。 

六
日
（
土
）
戦
争
展
特
別
企
画
の
我

那
覇
真
子
さ
ん
に
よ
る
「
沖
縄
の
真

実
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
上
回
る

来
場
者
で
立
見
席
ま
で
出
た
。 

七
日
（
日
）
今
日
は
ト
リ
プ
ル
。
朝

は
、
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
。
そ
の
後
、

名
古
屋
駅
に
て
皇
太
子
殿
下
お
出
迎

え
。
夕
方
よ
り
戦
争
展
会
場
の
撤
収

と
搬
出
作
業
。 

八
日(

月)

皇
太
子
殿
下
を
名
古
屋
駅

に
て
お
見
送
り
。
二
日
間
の
奉
送
迎

で
一
千
本
の
国
旗
小
旗
を
配
布
し
た
。

午
後
三
時
よ
り
、
天
皇
陛
下
の
お
言

葉
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
。 

十
三
日
（
土
）
墓
参
と
ク
ラ
ス
会
の

た
め
、
故
郷
へ
。
愛
西
市
（
旧
海
部

郡
立
田
村
）
は
蓮
根
の
産
地
。
青
一

面
の
蓮
田
は
、
私
の
原
風
景
だ
。
服

部
家
墓
碑
に
は
、
昭
和
七
年
四
月
一

日 

従
七
位
勲
八
等 

服
部
重
太
郎
建

之
と
刻
ま
れ
て
あ
る
。
曾
祖
父
、
重

太
郎
は
明
治
の
御
代
に
鍋
田
村
（
現

弥
富
市
）
の
村
長
を
官
選
で
推
さ
れ
、

干
拓
事
業
に
精
魂
を
傾
け
た
人
。
こ

の
墓
に
は
、
十
代
に
及
ぶ
先
祖
累
代

の
方
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
祖
父
は

私
が
生
ま
れ
て
間
も
な
く
亡
く
な
っ

た
が
、
村
か
ら
始
め
て
近
衛
騎
兵

（
儀
仗
兵
）
に
召
さ
れ
た
人
だ
と
、

乗
馬
姿
の
祖
父
の
写
真
を
見
せ
な
が

ら
祖
母
が
語
っ
て
い
た
。
父
は
十
年

前
に
亡
く
な
っ
た
が
、
議
員
に
三
十

歳
で
初
当
選
後
、
四
十
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
政
治
に
尽
く
し
た
。

私
も
そ
の
家
名
に
恥
じ
ざ
る
人
生
を

全
う
す
る
こ
と
を
墓
前
に
誓
っ
た
。 

三
日
（
水
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
二
名
が
勤
め
帰
り
に
来
局
。
パ
ソ

コ
ン
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

月
は
、
各
種
行
事
が
目
白
押
し
に
続

く
。
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
多
忙
を
極

め
る
が
、
頑
張
っ
て
や
り
遂
げ
た
い
。 

四
日
（
木
）
春
日
井
支
部
主
催
の
河

添
恵
子
さ
ん
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

約
八
十
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
終

了
後
は
、
サ
イ
ン
会
や
懇
親
会
な
ど

が
あ
り
、
和
や
か
な
一
夕
と
な
っ
た
。 

五
日
（
金
）
第
十
五
回
も
う
ひ
と
つ

の
戦
争
展
初
日
。
午
前
中
に
搬
入
と

設
営
を
終
え
、
午
後
よ
り
一
般
公
開
。

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
で
は
会
場
の

一
角
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
パ
ラ

オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
幸
啓
の
写
真
パ

ネ
ル
を
展
示
し
た
。
多
く
の
参
観
者

を
期
待
し
た
い
。 

次
は
哲
学
の
道
の
南
端
か
ら
北
上
し
て
程

な
く
左
手
に
十
数
メ
ー
ト
ル
四
方
塀
で
囲

ま
れ
た
墓
所
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
百
八
代
後
水
尾
天
皇
の
皇
女
昭
子

内
親
王
の
お
墓
で
す
。
哲
学
の
道
か
ら
は

墓
所
の
中
が
す
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
が
、
階
段
を
下
り
て
行
き

墓
所
の
正
面
へ
行
く
と
扉
は
閉
ざ
さ
れ
て

中
を
窺
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
合
掌
。 

哲
学
の
道
に
戻
り
少
し
北
上
し
疎
水
に
か

か
る
細
い
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
第
九
十

三
代
後
伏
見
天
皇
の
十
八
世
皇
孫
女
、
伏

見
宮
第
十
九
代
貞
敬
親
王
の
王
女
で
あ
る

宗
諄
女
王
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
少
し
北

に
あ
る
霊
鑑
寺
の
五
代
門
跡
だ
そ
う
で
す
。

合
掌
。 

橋
を
戻
り
逆
に
西
の
方
へ
降
り
て
い
っ
た

と
こ
ろ
に
は
久
邇
宮
家
の
墓
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
も
四
方
を
塀
に
囲
ま
れ
扉
が
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
た
め
中
を
窺
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
正
面
に
立
ち
合
掌
。 

ま
た
哲
学
の
道
に
戻
り
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
北
上
し
東
に
折
れ
て
上
っ
て
い
く
と
霊

鑑
寺
が
あ
り
ま
す
。
霊
鑑
寺
を
通
り
過
ぎ 


